
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2019年3月29日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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野村BPI総合指数の推移
（期間：2019年3月29日～2020年4月3日）

0.04

▲1.15% 0.35%

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202004_outlook.pdf
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NOMURA-BPI総合
（騰落率）

389.66 0.30% ▲0.94%

10年国債利回り（日本、％）
（変動幅）
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マーケットの動き（2020年3月30日～4月3日） 日本国債利回りの推移
（期間：2019年3月29日～2020年4月3日）

先週の国内債券市場は、金利が低下しました（債券価格は上昇）。
米国債金利の低下や国内株式市場が軟調に推移していた中で、日銀による「当面の長
期国債等の買入運営について」で、4月以降の買入増額が示唆されたことなどから、
需給環境はやや好調となりました。
クレジット市場については、国債金利の低下がややスプレッドの拡大要因となり、引
き続き全般的に売値と買値が開いている状況が継続しています。

投資環境見通し（2020年4月）

長期金利は上下に振れやすい展開
世界的な新型コロナウイルスの感染拡大に対して、各国中央銀行による積極的な金融
緩和政策が行われています。ただし、日銀は副作用に対する懸念から、マイナス金利
の深掘りを見送っています。世界的な景気悪化は不可避の状況下で、今後は財政政策
が打ち出されると考えられます。長期金利は0％近辺を中心としつつ、上下に振れや
すい展開を予想しています。

変動幅（騰落率）
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